
【基本情報】
〔健康経営で解決したい経営上の課題と健康経営の実施により期待する効果〕
■従業員がいきいきと持てる能力を発揮できることが重要であり、健康を起因とする生産性の損失を防ぐことが課題である。
→健康経営の実施により、アブセンティーイズム・プレゼンティーイズム・ワークエンゲージメントの改善を期待している。
■採⽤環境が厳しい状況の中、従業員に健康で⻑く働いてもらうことの実現が、事業活動を推進する上で⼤きな課題である。
→健康経営の実施により、従業員が⻑く働きたいと感じられることを期待している。⼊社後10年間の定着率75％を目指す。

【戦略マップ】

従業員等の男女比率 男性74.9％ 女性25.1％

従業員等の平均年齢 41.0歳

拠点 福島県内9拠点

健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・⾏動変容
に関する指標

健康投資施策の取組状況に関す
る指標

健康投資効果
健康経営で解決したい経営課

題

職場コミュニケーションの
活性化

健康診断の100％実施

福利厚⽣
制度拡充

様々な効果に関連する
健康投資（＊）

スポーツイベントの参加率
向上

調査実施率の向上

高ストレス者
医師面談

感染症予防施策利⽤
者の向上

有初⾒率の把握
再受診率の向上

各種感染症への対策

健康診断の100％実施

スポーツイベントの実施

ストレスチェックの100％
実施

従業員活性度調査の実
施

従業員のパフォーマン
ス向上

⼈材定着や採⽤⼒
向上

従業員定着率の向上

アブセンティーイズムの改
善

プレゼンティーイズムの改
善

ワークエンゲージメントの
向上

健康診断結果
有初⾒率の低下

運動習慣のある従業員
割合の向上

従業員満⾜度の向上

高ストレス者の減少

病気で仕事を休む日数
の減少

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。


